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社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

特 許

その他
 学術賞受賞

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

浦田秀造・准教授 角尾学術賞 長崎大学医学部
新興高病原性ウイルスの細胞
内複製機構解析及びその抗ウ
イルス療法への応用

南保明日香・教授
フィロウイルス感染阻害剤のス
クリーニング法

2014年10月15日 2018年12月19日 特願2014-210419

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

浦田秀造・准教授 武田科学振興財団 代表
ルジョウイルス感染症克服に向けた基礎及
び応用研究

南保明日香・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表

新興・再興感染症研究基盤創生事業（多分
野融合研究領域）
1 分子解析技術に基づくエボラウイルス粒
子形成機構の解明と新規治療法の開発

南保明日香・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

新興・再興感染症に対する革新的医薬品等
開発推進研究事業
病原体取り扱い施設における実践的なバイ
オリスク管理に関する研究

浦田秀造・准教授 日本学術振興会 代表

基盤研究(C)
異分野・新旧融合実験手法による高病原性
ウイルスタンパク質の細胞内輸送機構の解
明

代表・分担 研　究　題　目氏名・職 資金提供元/共同研究先

浦田秀造・准教授 パネルメンバー 日米医学ウイルス性疾患専門部会

南保明日香・教授 プログラム委員 第67回日本ウイルス学会学術集会

浦田秀造・准教授
Review Editorial Board of Emerging
and Reemerging Viruses

Frontiers in Virology

南保明日香・教授
Review Editorial Board of Virus and
Host

Frontiers in Cellular and Infection
Microbiology

南保明日香・教授
International Scientific Advisory
Committee

International Association for Research
on Epstein-Barr virus and Associated
Diseases

南保明日香・教授 パネルメンバー 日米医学ウイルス性疾患専門部会

南保明日香・教授 評議委員 日本ウイルス学会

南保明日香・教授 世話人 ヘルペスウイルス 研究会

南保明日香・教授 Review Editorial Board of Virology Frontiers in Microbiology

南保明日香・教授 Guest Associate editor Frontiers in Virology

南保明日香・教授
Board member of Frontiers editorial
board

Frontiers in Virology

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

南保明日香・教授 理事 日本ウイルス学会
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